
ＳＯＭＰＯチャレンジド株式会社は、ＳＯＭＰＯホ

ールディングスを親会社とするＳＯＭＰＯグループの特

例子会社として2018年4月に設立されました。

2024年4月にＳＯＭＰＯチャレンジドに入社した橋

本さんは、障害を持つ職員への指導や配慮に関する知

識を深めたいと考え、職場内障害者サポーター事業に

参加しました。

橋本さんがサポートする被支援者は、勤続5年目のA

さんです。Aさんは損害保険ジャパン本社のメールセンタ

ーで、郵便物の仕分け・棚入れ、転送先の検索、計量、

機械の操作、印紙・切手の管理などを担当していました。

― 評価・目標を可視化、共有を行い、課題を発見し解決する ―
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職場内障害者サポーター事業を通した 

新たな挑戦

サポ-タ-

事業概要 ： オフィス業務サポート等

従業員数 ： 259名 （令和7年4月現在）

 ： 橋本さん (職場担当者）

被支援者 ： 20代男性 （精神障害）

勤続年数 ： 4年 （令和8年2月現在）

業務内容 ： 郵便物仕分、棚入、軽作業等

取組み

効果

支援
内容

不明なこと、理解が曖昧なことに自分で
気づき、確認して進められるようにする

自分だけでなく、他メンバーに確認しな
がらマニュアル作成できるようになった

特に、その自己評価表を活用し、「スピード」よりも「正

確性」の大切さ、報連相、「事前の相談」の重要性を伝

えることができました。その結果、Aさんは課題のひとつで

あったスピードへのこだわりが減り、自ら相談できるように

なりました。橋本さんは、Aさんが指示待ちの状態から脱

却し、自ら考えて動けるよう、担当業務と達成度をまと

めた一覧表の作成も依頼。この一覧表は、Aさんが「今

後挑戦したい業務」を記入する欄もあり、今できているこ

とと将来の目標を共有する、大切なツールとなりました。

当時、メールセンターでは管理者が業務指示を出し、

Aさんを含めメンバー（障害のある職員）は指示された

業務を行うのみでした。そこで橋本さんは、メンバー自身

で考え、自分たちで業務を進めていく意識を持ってもらい

たいと考え、まずはAさんの業務達成度を「見える化」す

るためにAさんの課題を整理し、具体的な支援方法と

目標を設定しました。

また、Aさん自身が理解の曖昧さに気づけるよう声かけ

をしたり、メモの取り方を確認したりと、きめ細かく配慮し

ました。さらに本人の努力を促すために自己評価表を作

成し、橋本さんとAさんで共有し成長の目安としました。

可視化による「課題の改善」と

「仕事の自分ごと化」

Aさんは、年上の人には丁寧に接する一方、年下の

人には「上から目線」と誤解されがちな言動が多いことが

課題でした。当時、メンバー視点に立ったマニュアルが無

かったことから、橋本さんは、Aさんが誰に対しても丁寧な

態度で接することを目指し、メンバー向けの業務マニュア

ルの整理・作成を任せることにしました。

メンバーで協力し

マニュアル作りの体制を構築

＜実際の自己評価表＞



Aさんは自身の視野を広げるため、社内制度である1

週間の「短期留学」を利用し、未経験の事務業務に挑

戦しました。この経験を通してAさんの意欲はさらに高ま

り、半年の「長期留学」へのチャレンジも考え始めます。

橋本さんはその気持ちを尊重し、上司に相談。これまで

前例のなかった「軽作業メインの部署」から「事務業務メ

インの部署」への長期留学という、Aさんの新たな挑戦を

後押しすることを決定しました。長期留学中のAさんは、

複雑な内容でもメモを分かりやすく整理できるようになり、

他部門のメンバーにも丁寧に接し、事前の確認を徹底

しながら業務を進めることができるようになるなど、その成

長は目覚ましいものでした。

橋本さん 「強みを活かし、挑戦し、成長できる環境づくりに貢献したいです」

下のメンバーに依頼して約3か月間業務を進める

という挑戦をしました。メンバー視点のマニュアルの

土台ができたのはもちろん、Aさんが丁寧な依頼の

姿勢を学んだことこそが最大の成果です。Aさんの

姿から、苦手なことを知るのも成長への一歩だと

学びました。今後も互いの強みを活かし、挑戦と

成長の環境づくりに貢献していきたいです。

Aさんの強みは、アイデアを形にすることです。例え

ば、私の手書きラフ案から具体的なチラシをデザイ

ンしてくれました。一方で、年下への接し方が苦手

で、言動が誤解を招くこともありました。Aさんには

改善の意思があったため、「もったいない」を合言

葉に、私から気になった言動を都度伝えるようにし

ました。今回のマニュアル作成では、Aさん自ら年
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前例のない異動決定、

ステップアップの可能性を拡大

長期留学を通じて事務スキルを身につけたAさんの姿

に、橋本さんは大きな成長を感じていました。そして、Aさ

ん本人の強い希望と、事務業務への意欲的な姿勢が

評価され、「事務業務メインの部署」への異動が正式に

決定しました。橋本さんは、Aさんのように経験を積みな

がら成長し、キャリアの階段を上っていく。そんなメンバー

を、これからも増やしていきたいと考えています。

マニュアル作成にあたり、サポーター支援員から「社内

における障害理解の進め方、業務の切り出し」の資料を

提供され、今後の進め方の参考としました。そしてAさん

はメンバー全員から担当業務などをヒアリングし、一つの

マニュアルを仕上げるたびに、メンバー全員に「これで分か

りやすいか」と確認を取りました。

＜実際の担当一覧表＞

短期・長期

社内留学への挑戦

こうした丁寧なコミュニケーションを重ねるうちに、課題だ

った「上から目線」の姿勢は自然と改善し、チームで協

力してマニュアルを作る体制も整いました。完成したマニ

ュアルは橋本さんが内容を最終確認し、その後はAさん

を中心にメンバーが社内データとして保存・活用する運

用が定着しました。

＜実際のマニュアル＞
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